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対する特異抗体を用いてマウス脳の免疫組織染色を
行い，脳内局在性について検討を行った．その結果，
neprilysinは線条体，黒質，淡蒼：球から強いシグナルで
検出された．大脳皮質では広範囲に渡る局在が認めら
れ，海馬では歯状回の分子層を中心に錐体細胞層，油
状線維ならびに画素細胞層に局在することが明らか
になった．これら陽性染色像はneprilysinノックアウ
トマウス脳では検出されず，特異的なシグナルである
ことが示された．次に，ADで脆弱とされる大脳皮質
や海馬を中心に，軸索や樹状突起などの特定部位に存
在する種々のマーカータンパクとの共在性について
共焦点顕微鏡を用いて検討した．その結果，neprilysin
はSV2，シナプトフィジンやタウタンパクと共在する
ことが認められ，シナプスや軸索の存在が認められ
た．これらの結果は，neprilysinが軸索輸送されるタン
パクであることを示唆している．当研究は平成13年
度東京医科大学研究助成金を受けている．
までの刺激強さで眼球運動がなかった．しかし卵形嚢
神経と同旨の外転神経核または対側の水平半規管神
経を同時に刺激すると外転運動に対して促通効果が
あった（N＝4）．球形嚢神経を刺激すると同側眼が上
諭した（刺激閾値L7±0．6×NIT，　N＝4），そのうち一
例は対側眼の上転もあった（刺激閾値2．0×NlT，　N＝
1）．刺激強度を上げると（5．4±2．4×NIT）その性状は
変化し，両眼とも下心した．卵形嚢，球形嚢神経刺激
ともに刺激強度を上げた際に観察された眼球運動は
他の神経への電流滑走により誘発された可能性があ
る．直立状態で卵形温温は地面と水平に，球形嚢が垂
直に位置しその方向への直線化速度に対して最も高
い感受性を持つことから卵形嚢の水平性眼球運動，球
形嚢の垂直性眼球運動への関与は説明可能である．こ
れらの結果はこれまで報告されている卵形嚢と同側
の外転神経核，および球形嚢と上直筋運動ニューロン
のシナプス結合の存在とよく一致する．
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　耳石器を直接電気刺激して観察される眼球運動に
ついていくつかの報告があるが，その結果は一定でな
い．直線加速度を用いた実験では耳石器一眼球反射は
半規管一眼球反射に比べ利得も小さく，実験条件に
よって大きな影響を受ける．耳石器神経電気刺激によ
る眼球運動について検討するため，除脳ネコを用いて
実験を行った．針灸用銀点を用い卵形嚢（N＝8）また
は球形嚢（N＝5）を選択的に刺激し，その際に観察さ
れる眼球運動をビデオおよび電気眼振計を用いて記
録した．無麻酔条件下で卵形無神経を刺激すると，刺
激側と同旨の眼球だけが刺激側へ水平性外転し（刺
激閾値2．1±0．6×N、T，　N＝2），対側眼だけが刺激側へ
に内面した（刺激閾値3．2×NlT，　N＝1）．同側と対側
眼が同時に動いたのもあった（刺激閾値3．3×NIT，
N＝1）．刺激強度を上げると眼球運動の性状は変化し，
両眼とも上転した．一一方浅麻酔下では13．8±6．4×NlT
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【目的】中枢神経系悪性リンパ腫（PML）は近年その
発生頻度が増加傾向にあるといわれている．しかし，
その治療成績は必ずしも進歩しているとは言えない．
そこでいままでの治療経過を振り返りPMLの臨床上
の問題点治療方法について検討した．
【対象】過去10年間に経験したPML22例を対象とし
た．平均年齢は69歳，平均生存期間は15ヶ月（1－48ヶ
月）である．病理組織検査を行った症例は全例Bcell
由来のnon－Hodgkin　lymphomaでdifruse　large　cell
typeであった．
【方法】治療方法からGroup　A：放射線化学療法を
行っていない群3例．Group　B：放射線療法を行い化
学療法を行っていない群7例．Group　C：放射線化学
療法を両方行っている群9例の3つに分類し予後と
の関係を比較検討した．
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